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本学の学部学生、大学院学生の構成（平成 29 年 5 月 1日現在）を表 1, 表 2 に示す。表 1 中
の理工学部は平成 28 年 4 月に工学部を改組して設置され、現時点での所属は 2年次学生までであ
る。工学部については、3年次以上の学生のみが所属する。また、表 2 中の総合科学研究科は、
平成 29 年 4 月に博士前期課程に相当する 3つの研究科（人文社会科学, 農学, 工学）を統合し、
水産学、理学分野が新たに加わり設置され、現時点での所属は 1年次のみである。博士後期課程
は改組されていない。この総合科学研究科は地域創生専攻（現員 64）, 総合文化学専攻（現員 7）, 
理工学専攻（現員 160）, 農学専攻（現員 54）により構成されている。 
  
1.2 情報基盤センターの業務・役割の変化と研究用計算機運用の課題 
岩手大学情報基盤センター（以下、本センター）は、平成 27 年 3 月まで、総合情報処理センタ
ーとして、本学の教育・研究用計算機システムやキャンパスネットワーク, 情報教育, 情報ネッ





























































表 3 旧研究用計算機構成概要 
CPU Xeon X7542（2.66GHz）×20 合計120コア
メモリ メモリ640GB（共有分散型）
ストレージ 13.2TB（FC接続）
OS SuSE Linux（SGI Performance Suite）
アプリケーション LSF（ジョブ管理）
Gaussian
ANSYS（Workbench, CFD, CFD HPC, Multiphysics , TurboGrid, DesignModeler）
Gridgen, Pointwise
FieldView
Intel Compiler（C++, Fortran）, MPI, MKL
—  32  — SENAC Vol. 50, No. 4（2017. 10）
利用形態 1: 旧研究用計算機と同等～2倍程度の規模の計算資源を固定・占有で利用 
長所: 繁忙期でも他ユーザの影響を受けない 
短所: 決められた以上の計算資源を利用できない 





 ベクトル型スーパーコンピュータ SX-ACE 




 1 人あたり 1TB まで利用可能 
 ユーザの費用負担で容量の追加も可能 
 アプリケーション 
 ANSYS を持ち込み利用可能 
 サイバーサイエンスセンター所有の Gaussian09 を利用可能 























平成 28 年 3 月 24 日、サイバー
サイエンスセンター長（当時）
小林先生, 同技術専門員大泉様
図 1 利用に関する手続きの流れ 
図 2 機関利用移行スケジュール 





年 7 月 1日に、学内講習会「東北大学サイバーサイエンスセンター大規模科学計算システム利用




正式利用を開始する前日、平成 28 年 8 月 31 日には、本センターの教育・研究用計算機システ
ムの説明会中で、システム紹介等に加え、科学技術アプリケーションの配置（本学内でのみ利用
できるものと大規模科学計算システムでのみで利用できるものなど）についての説明を行った。
これらセミナー・講習会・説明会はビデオ収録し、資料と共に VOD として、学内に公開している。 
5. 機関利用移行後の状況 
平成 29 年 8 月 31 日現在、109 人のユーザが本学から登録されている。当初、旧研究用計算機
と同様のスカラー型計算機 LX-406 が多く利用されることを予想していたが、実際には、SX-ACE
の方が多く利用されており、平成 28 年 9 月は LX-406 が SX-ACE の 10 倍以上のノード時間利用さ
れていたが、その翌月からは逆転している。（図 3） 
これは、SX-ACE の性能が高いことのみならず、新たに SX-ACE を利用する本学ユーザに対して
も提供されているコード最適化等の利用相談や講習会など、サイバーサイエンスセンターによる
手厚いサポートも要因の一つと考えている。講習会については、サイバーサイエンスセンターで
実施されるものを、テレビ会議システムを介し岩手大学で受講している（平成 28 年度 5回, 平成
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図 3 大規模科学計算システムの利用状況（ノード時間） 
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